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演題10 「ER当直の2交替制勤務導入について」（日本赤十字社和歌山医療センター） 
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演題15 「放射線災害に対する当院の取り組み」（伊勢） 
村田らは、放射性物質を取扱う施設は一般社会において数多くある．このことに着目して、放射線技師の視点（知
識）から、これらに協力して対応できることを行った．放射線災害、事故、火災により放射性物資の拡散からの
被ばくを最小限に抑えることが重要であると云っている．各職種の放射性物質対応マニュアルなどは作成してい
るものの、実施訓練は単独では問題も多く中途半端に終えることがしばしば、見受けられる．しかし、村田らは
これらを払拭するかのように行政と協定を結び積極的活動に着手した．各事業所など多くの地域住民皆氏との協
力体制が信頼を生じさせる大変重要な取組みを紹介した．今後継続するにあたり、多くに問題点も発生するが我々
の標として、今後の活動を発展させて頂きたい． 
